







らなる 2 部グラフによって表現できる対象が数多く存在する。2 部グラフを対象とした知識発見の
ためのデータ分析手法は、様々な実データの分析で必要とされている。その要素技術として、2部
グラフ中で辺密度の高い部分構造 を抽出する 2 部グラフの構造的クラスタリングは、異なる研究
分野において異なるアプローチで提案されてきた。たとえば、2 部グラフから、辺密度の高い構造
を抽出するために、2 部クリーク状の構造を列挙する手法 が提案されている。一方で、同じデー
タは 2 部グラフの隣接行列として表現でき、特異値分解や非負値行列分 解等の行列分解を用いて
少数の隠れ頂点を中間に持つ 2 つの 2 部グラフとして 2 頂点間の関係を近似する手法が 多数提案
されている。同種の問題はそのほとんどが NP 困難であることが知られている。





本研究に関連して、2 部グラフを用いた Twitter からのトピック抽出に関する共同研究を行っ
た。これらは、以下の国際会議ワークショップで採択され報告済みである。
1. Takako Hashimoto, Hiroshi Okamoto, Tetsuji Kuboyama, Kilho Shin: Topic life cycle
extraction from big Twitter data based on community detection in bipartite networks.
BigData 2017: 2740-2745
2. Takako Hashimoto, Tetsuji Kuboyama, Hiroshi Okamoto, Kilho Shin: Topic Extraction
on Twitter Considering Author’s Role Based on Bipartite Networks. DS 2017: 239-247
3. Takako Hashimoto, Tetsuji Kuboyama, Hiroshi Okamoto, Kilho Shin: Topic Extraction
from Millions of Tweets Based on Community Detection in Bipartite Networks. EJC
2017: 395-408
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